
業種 鉄道・軌道（新交通） 

取組み分野 安全方針 

テーマ 「安全風土・安全文化のアンケート」結果を活用した安全文化の醸成 

取組みの狙

い 

「安全風土・安全文化のアンケート」により課題を見出し、改善に繋げ

るための新たな取組みに反映させることにより、一層の安全文化の醸成

に努める。 

具体的内容 広島高速交通では、社内の安全に 

関する認識や行動の度合い、階層間 

・部門間のギャップなどを数値化し、 

自社の安全に関する取組みを社員が 

どのように認識し、課題は何かなど 

について「目に見える形」で把握す 

ることが重要であると考え、平成24 

年度に国土交通政策研究所の「安全 

に関するアンケート」を実施した。 

「経営者の姿勢や理念等が不明確で 

社員一人ひとりまで充分に伝わって 

いない」また「経営者の現場重視の 

行動や姿勢が見られない」など、現 

場は厳しい目で見ていることが確認 

されたことから、経営者層の方針、意識及び行動をきめ細かく伝えると

ともに、現場からの声を十分に聞きながら、全社員一丸となって進める

必要があることから、以下の取組みを新たに実施した。 

 

① 社長懇談会の開催 

社内のコミュニケーションを確保するため、現場係員が生の声を直接

伝える場として、また、経営トップが安全に対する考えを直接伝える場

として、平成２６年１月から４月の間に社長懇談会（延べ１９回、社員

１１６名参加）を実施した。 

常勤役員とセクション（工務係、車両係など）毎に、５～１０数人の

グループに分け、グループ討議方式で思いをぶつけ合う形をとった。 

現場係員からは、輸送の安全の確保や安全衛生などに関する多くの意

見が出され、経営トップは現場の声を安全対策につなげるなど、その効

果を発揮している。 

 

② 社内情報誌の定期発行 

平成２４年７月から、社員へ安全に関する情報を提供するためのツー



ルとして、「運輸安全マネジメン

ト情報誌」を安全推進会議が編

集・発行し、全社員への配布を開

始した。 

社長の挨拶（提言）や安全重点

施策の策定、安全に関するアンケ

ート結果報告などのタイムリーな

情報を毎月提供している。 

また、平成２６年４月からはタ

イトルを「アストラムライン－

NEWS」に改め、社内に愛され親し

まれる社内誌を目指して安全に関

する情報に加えて社員紹介や投稿

を加えるなど、話題性のある紙面

構成としてバージョンアップを図

っており、社内の情報共有のツールとして、必要不可欠なものとなって

いる。 

 

上記①及び②の効果を検証するため、平成27年9月に再度「安全風

土・安全文化のアンケート」を実施した。 

アンケート結果では、前回のアンケート結果とほぼ同じ傾向が表れ、

厳しい結果となったが、一部に改善が見られる部門等もあることから、

その取組み等についてヒヤリング調査を行い、状況を把握するととも

に、次年度の取組に反映させる仕組みとしている。 

取組みの効

果 

安全文化の醸成及び運輸安全マネジメントの取組みを進めるにあたっ

て、社員の安全意識等を定量的に把握（見える化）することが重要との

認識から、以下の取組みによりＣＡＰＤＣＡサイクルを機能させ、より

一層の安全文化の醸成等に繋げる仕組みを構築した。 

① アンケート調査（Ｃ）の実施 

② アンケート結果を踏まえ見直し・改善（Ａ） 

③ 新たな取組を計画（Ｐ）・実施（Ｄ） 

④ 取組の効果を把握するため再度アンケート（Ｃ）及び見直し・改善

（Ａ） 

事業者名 広島高速交通㈱  

 


